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一般社団法人 茨城県ビルメンテナンス協会

教育・研修・訓練をセットとして行い、
能力の向上を図ろう。

 2 平成31年 新春賀詞交歓会開催
 6 平成30年度 ビルクリーニング技能検定（1級）受検準備講習会開催
 8 平成30年度 高齢者活躍人材育成事業（清掃スタッフ講習）実施報告
10 （公社）全国ビルメンテナンス協会 平成30年度事業協力者表彰
11 平成30年分 労働災害事例
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総務委員会

　去る１月１６日（水）、茨城県ビルメンテナンス協
会の賀詞交歓会が、水戸プラザホテルにて盛大に開
催されました。
　ご来賓に、茨城県知事	大井川	和彦様をはじめ、自
由民主党茨城県支部連合会	副会長	参議院議員	上月	
良祐様、茨城県保健福祉部長	木庭	愛様、同	技監兼
生活衛生課長	前田	亨様、茨城労働局労働基準部長	
田澤	修二様、業界からは、（公社）東京ビルメンテ
ナンス協会	副会長	木村	健司様、（一社）茨城県警備
業協会	会長	島村	宏様、（一社）茨城県貯水槽維持管
理協会	副会長	関根	忠夫様、茨城県管工事業協同組
合連合会	会長	石田	賢司様、（一社）茨城県ペスト
コントロール協会	会長代理	理事	中村	浩様、（公社）
茨城県シルバー人材センター連合会	常務理事兼事務
局長	稲葉	精一様、（公財）茨城県生活衛生営業指導
センター	事務局長	金子	文男様のご臨席を賜りまし
た。
　主催者を代表して当協会の大山進会長から、「教育・
研修・訓練をセットとして行い、能力の向上を図ろう」
との力強い新年の挨拶をいただきました。
　新しい年を迎えるにはふさわしい和やかな雰囲気
の中、ご来賓並びに会員の皆様方は、新年のご挨拶
や情報の交換などを通じ、親睦を一層深めることが
できました。お忙しい時期にも関わらず、多数の方々
のご出席をいただき、心から感謝申し上げます。
　結びに、会員各社の今後ますますの発展をご祈念
申し上げまして、新春賀詞交歓会のご報告とさせて
いただきます。

ご来賓の方々

役員によるお出迎え

受付

見たつもり　やったつもりが事故招く　基本に戻って　再確認



3

3

　改めまして、明けましておめでとうございます。
会員の皆様方におかれましては、決意を新たに、新年
を迎えられたことと存じます。
　本日は、ご多忙中にもかかわらず、茨城県知事	大
井川	和彦様、自民党県連	副会長	参議院議員	上月	
良祐様をはじめ、多くのご来賓のご臨席を賜り、恒例の
賀詞交歓会が開催できますことを、心から感謝申し上げ
る次第でございます。ありがとうございました。なお、大
井川知事におかれましては、この後、祝宴に入りまして
から、ご来場の予定となっております。
　さて、昨年を振り返りますと、様 な々出来事が頭に浮
かびますが、特筆すべきことは、ますます深刻さを増し
ている自然災害の猛威であったかと思います。大地震、
豪雨、記録的な猛暑、そして超大型の台風と、我が
国は、今までにない高い頻度で、大規模な自然災害に
見舞われ、甚大な被害をこうむりました。自然災害は、
電気、ガス、水道、物流などのインフラにも深刻な被害
を生じさせることから、多くの企業が、事業の停止や廃
止に追い込まれるリスクを確実に高めております。
　そのため、企業にとりましては、防災に加え、非常事
態下でも事業を継続していくための適切な計画や体制づ
くりが急務になっていると、肌で感じているところでござ
います。
　また、昨年は、六月の「働き方改革一括法」の成
立によって、「労働環境の改善」と「多様で柔軟な働

き方」の促進が図られ、十二月の「入管法及び法務
省設置法」の改正によって、外国人の在留資格が新
に創設されるなど、慢性的な人手不足の改善とともに、
外国の優秀な人材の確保が推進されることとなりました。
　これらの「働き方」や、「労働力の確保」に関する
新たな動きは、ビルメンテンス業にも大きな影響を与える
ものですが、いずれにしましても、我々は、良好な労働
環境の確保を図りながら、社員の育成に全力で取組み、
少数精鋭による業務の推進体制を更に発展させていか
なければなりません。
　社員を育成する方法につきましては、今さら申し上げる
までもありませんが、各職場で、一般的な知識などの修
得を目的として、上司や先輩社員が日常的に行う「教育」
があり、期日や期間を定め、業務に必要とされる知識や
技術・技能を身に付けさせるために行う「研修」があり、
さらに業務が確実にできるころまで実地に反復させ、　社
員の自信にも繋げるために行う「訓練」があります。
　人材育成の効果を最大限に引き出すためには、社員
に求める能力の内容を整理し、重要なものは、教育、
研修、及び訓練、この三つの手法の中に取り入れ、社
員が身に付けた技術や技能が、現場で確実に遺憾なく
発揮されるレベルになるまで、丁寧に社員の育成に努め
ていかなければなりません。
　そこで、新年の目標を、「教育・研修・訓練をセッ
トとして行い、能力の向上を図ろう」といたしますので、
人材育成に取り組まれるうえで、ご配慮をお願いいたし
ます。今年も、予期しない様 な々問題に直面することに
なると思いますが、困難に負けることなく、常に挑戦し、
サービスの向上をめざすことで、会員企業が更なる飛躍
を遂げますことを、大いに期待するところでございます。
　結びに、本日ご出席の皆様方のご多幸と、会員企業
の益々のご発展をお祈り申し上げ、新年のご挨拶といた
します。

（一社）茨城県ビルメンテナンス協会
会長　大山　進

乾杯のご発声 県警備業協会長

島村 宏 様
司会

川上 理事
開会のことば

来栖 副会長

あの時にやってよかった　一声・一手間・一確認

ご祝辞	参議院議員

上月 良祐 様

あいさつ
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和やかな歓談 ご出席ありがとうございました

速やかに　報告・連絡・相談で　トラブル解決　安心職場

　本日は、一般社団法人茨城県ビルメンテナンス協会
の賀詞交歓会が、盛大に開催されましたことを心からお
慶び申し上げます。
　大山会長をはじめ、会員の皆様方には、日頃から、
建築物・設備の適正な管理や保安警備など、利用者
が安全で快適に過ごせる空間づくりにご尽力いただいて
おりますことに、厚く御礼申し上げます。
　さて、新年の始まりにあたり、少子高齢化や第四次
産業革命、グローバル化など、日本を取り巻く環境が激
変する中で、まさに今、本県は将来を決める大きな歴史
の転換点にいるとの思いを強くしております。
　皆様方を取り巻く環境も、近年、地球温暖化防止対
策をはじめとした環境問題への対応や、節電などの省
エネルギー対策、老朽化した施設の長寿命化に向けた
計画的な修繕・改修など、より専門的な、新しい知識
や技術の習得を求められていることと存じます。
　また、変化の激しい時代を迎える中、健全な経営や
安定した顧客の確保を図っていくためには、確かな技
術力を持つ人財育成や地域に根差した取組が、今後

ますます重要になるものと感じております。
　こうした中、協会の皆様が、自然災害などに備えた
事業継続計画の策定などの各種研修会を実施されてお
りますことに加え、少子高齢社会が急速に進展し、あら
ゆる分野で人手不足となる中、県シルバー人材センター
連合会と連携し、元気な高齢者にも活躍の場を広げる
ため「高齢者のための清掃技能講習会」を行うほか、
平成二十五年度から五か年計画で延べ約三千名の
小学生を対象に実施した「清掃活動トレーニング事業」
などの社会貢献活動に積極的に取り組むなど、時代の
変化に対応した活動に、積極的に取り組まれております
ことを大変心強く感じるとともに、改めて感謝申し上げる
次第です。
　本年は、六月に「Ｇ２０茨城つくば貿易・デジタル経
済大臣会合」、九月からは「茨城国体・全国障害者ス
ポーツ大会」、そして来年は「東京オリンピック・パラリンピッ
ク」が茨城カシマスタジアムでも開催されるなど、国内
外に本県の魅力を発信する機会が控えております。
　県といたしましては、これらも契機としながら、県民の
皆様と一丸となって着実に歩みを進め、活力のある新し
い茨城づくりを推進してまいりたいと考えておりますので、
皆様方におかれましても、なお一層のご支援、ご協力
を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、茨城県ビルメンテナンス協会のますますのご
発展と、本年が皆様方にとりまして、実り多き素晴らし
い一年となりますことを心からお祈り申し上げ、新年のあ
いさつといたします。

茨城県知事

大井川　和彦 様

来賓ご祝辞
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日本工業経済新聞
平成31年1月18日（金）

茨城新聞平成31年1月21日（月）

確かめる　心のゆとりが　事故防止

中締め・閉会のことば

塚越 副会長

　平成 31 年の新年を迎え、謹んで年頭の御挨拶を申
し上げます。日頃から、一般社団法人茨城県ビルメン
テナンス協会大山進会長をはじめ会員の皆様には、労
働行政に対する御理解、御協力を賜わり、この場を借
りて厚く御礼申し上げます。
　最近の経済情勢をみますと、景気は回復基調にある
と言われておりますが、日々の生活においても相変わら
ず厳しいものがあり、経営環境には厳しいものがあると
思います。
　貴協会では、従来から、協会員に対して労働条件
の改善、安全衛生の向上に貢献をなされているところで
す。特に、昨年は働き方改革が最優先課題であり、私
どもも働き方改革を最重点事項として、労働基準関係
では、特に、長時間にわたる時間外労働の抑制、時

間外労働協定における限度時間の遵守、及び恒常的
な長時間労働など過重労働による健康障害対策を重
点課題として取り組んでいます。
　また、現在、茨城県では、有効求人倍率も高位の
水準で展開をしており、会員皆様の会社でも要員の確
保についてご苦労されていると思いますが、人材の確保・
育成により一層の努力をして頂きたいと思います。
　次に、管内の災害状況についてですが、新年の場
ですので、あまり暗くなる話はしたくありませんが、昨年
からスタートした第 13 次労働災害防止推進計画です
が、目標達成が出来なかった第 12 次計画のように初
年度の数値があまり望ましいものではありませんでした。
　私どもも昨年度に引き続き行政運営の重点として取り
組むことにしており、皆様の御理解、御協力をお願い申
し上げます。
　具体的な内容につきましては、平成 31 年度行政運
営方針に於いて示させて頂きますが、皆様の企業の健
全な継続及び発展には、そこで働く労働者の労働条件
の確保・改善を行うことは欠かすことの出来ないものが
ありますが、併せて労働災害の防止につきましてもビル
メンテナンス業ということから、自社の災害防止への努
力では改善等を行うことは厳しい環境にあると思っていま

すが、発注者に対し協力を依頼するなど、
災害減少に向け御理解と御協力をお願い
申し上げます。
　最後になりましたが、本年が茨城県ビル
メンテナンス協会並びに会員の皆様方にと
りまして良い年でありますよう心からお祈り申
し上げますとともに、益々のご発展とご多幸
を祈念申し上げ、新年の挨拶とさせて頂き
ます。

茨城労働局	労働基準部長

田澤　修二 様

来賓ご祝辞
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実施概要

１　期　日	 平成３０年１１月２９日（木）～３０日（金）

２　会　場	 ＪＲ水戸鉄道サービス株式会社　総合訓練センター

　　　　　　　　　　　茨城県ひたちなか市西大島２－１０－３

３　受講者数	 １１名

４　講習科目	 （１）弾性床表面洗浄作業（２コート）

	 （２）カーペット床部分洗浄作業（１コート）

	 （３）壁面洗浄作業（１ヵ所）

５　指導体制	 （１）当協会（建物衛生委員会）

	 　　石田委員長、大曽根副委員長、水島副委員長、谷田部講師、高橋講師

	 　　中川講師、塩谷講師、篠崎講師、鹿嶋講師

	 （２）一般財団法人	建築物管理訓練センター（指導講師）

	 　　大竹　純吉	氏　所属：株式会社	ビーエム		千葉県	柏市逆井１３８３－７

	 　　青木　克能	氏　所属：星商	株式会社　千葉県千葉市若葉区高品町１５９０－５

忘れるな　ルールがあること守ること　続ける力で無災害

平成30年度 ビルクリーニング技能検定
（１級）受検準備講習会の開催

　当協会では、平成30年度～31年度の２年計画で、
ビルクリーニング技能検定（１級）の受検準備講
習会の開催に向け、必要な資機材の購入や講師の
育成などを推し進めているところです。
　そのため、平成 30 年度におきましては、ＪＲ水
戸鉄道サービス株式会社	様から会場 ･資機材を借
用し、一般財団法人	建築物管理訓練センター	様か
ら講師２名をご派遣いただき、受検準備講習会を
開催いたしました。
　受講者の皆様方には、素晴らしい会場で、各講
師の理路整然とした指導の下、講習科目の練習に
熱心に取り組んでいただきました。
　受講者全員の合格を、心からお祈りいたします。
また、多大なるご支援を賜りましたＪＲ水戸鉄道
サービス株式会社	様と、一般財団法人	建築物管理
訓練センター	様に、心から感謝申し上げます。

建物衛生
委員会

大山会長：あいさつ

総括：石田委員長 進行管理：大曽根副委員長 進行管理：水島副委員長
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カーペット
床部分
洗浄作業

壁面洗浄作業

弾性床表面
洗浄作業

大竹講師

青木講師

身につけよう　確かな手順と指差呼称
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平成30年度高齢者活躍人材育成事業
（清掃スタッフ講習）の実施結果

建物衛生
委員会

　この人材育成事業は、当協会が、公益社団法人
茨城県シルバー人材センター連合会様から委託を
受け、実施しているものです。
　その目的は、高齢者が、健康で意欲と能力があ
る限り、年齢に関わりなく働き続けられるように
バックアップをすることにあり、まさに、「一億総

活躍社会」の実現に向けた事業の一つとも言えま
す。
　１会場当たり２日間の日程の中で、受講者に基
礎的な清掃技能を取得していただくため、当協会
のベテラン講師が懇切丁寧な指導を行い、多くの
受講者から好評をいただいております。

実施概要

１　開催の主体	 公益社団法人茨城県シルバー人材センター連合会

２　対象者	 市町村シルバー人材センターに会員登録している人、または会員登録を

	 希望する人で、臨時的、短期的かつ軽易な清掃の業務を希望する人。

３　会場数	 １１会場

４　総受講者数	 延べ９４名

５　講　師	 延べ４４名　　実数３名（塩谷講師、篠崎講師、鹿嶋講師）

６　内　容	 心得、安全と衛生、清掃用具の基本操作、トイレ及び洗面台、

	 ガラス窓の清掃など

７　開催会場及び日程等	 右表のとおり

写真提供：（公社）茨城県シルバー人材センター連合会

油断せず　出社してから帰宅まで　今日もみんなで無事故で仕事
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写真提供：（公社）茨城県シルバー人材センター連合会

No 市町村シルバー
人材センター 実施日程 受講者数 担当講師 開催場所

1 つくば市
　８月８日（水）

9
塩谷　文則・篠崎　嘉勝 市民ホールやたべ

（大会議室２）９日（木） 同上

2 水戸市
　８月 22 日（水）

6
篠崎　嘉勝・鹿嶋　史子 茨城県職業人材育成センター

（中研修室 A31）　　　23 日（木） 同上

3 日立市
　９月５日（水）

9
塩谷　文則・鹿嶋　史子 日立市シルバー人材センター

（大会議室）　　　６日（木） 同上

4 行方市
　９月 19 日（水）

9
塩谷　文則・篠崎　嘉勝 レイクエコー（行方市）

（大研修室）　　　20 日（木） 同上

5 石岡広域
　10 月 10 日（水）

11
塩谷　文則・篠崎　嘉勝 グリーンパレス石岡

（大会議室）　　　11 日（木） 同上

6 水戸市
　10 月 17 日（水）

6
塩谷　文則・鹿嶋　史子 茨城県職業人材育成センター

（中研修室 A31）　　　18 日（木） 同上

7 下妻市
　10 月 24 日（水）

12
塩谷　文則・篠崎　嘉勝 下妻公民館

（多目的室）　　　25 日（木） 同上

8 笠間市
　11 月７日（水）

10
篠崎　嘉勝・鹿嶋　史子 笠間市立友部公民館

（創作室）　　　８日（木） 同上

9 牛久市
　11 月 21 日（水）

7
塩谷　文則・篠崎　嘉勝

牛久市総合福祉センター
　　　22 日（木） 同上

10 鹿嶋市
31年１月17日(木)

6
塩谷　文則・鹿嶋　史子 鹿嶋市シルバー人材センター

（集会議室）　　　　18 日 ( 金 ) 同上

11 下妻市
　１月 30 日（水）

9
塩谷　文則・篠崎　嘉勝 下妻公民館

（学習室）　　　31 日（木） 同上

計 11 会場 延べ 22 日 延べ 94 名 延べ 44 名

慣れるな、省くな、気を抜くな　初心に戻って　ゼロ災職場
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公益社団法人全国ビルメンテナンス協会
平成30年度事業協力者表彰

総務
委員会

　この「事業協力者表彰」は、全国協会が、平成
30 年度から新たに設けた制度です。
　受賞の対象は、全国協会の事業遂行に関して、
著しい功労があった個人又は団体で、「功労者」と
「感謝」に区分されています。
　表彰式は、平成31年１月23日（水）午後６時から、
ホテルニューオータニ（東京都千代田区紀尾井町

４－１）で盛大に開催され、全国協会の一戸会長か
ら 249 名が表彰されました。
　当協会からは、下記の方々が受賞の栄誉に輝き
ましたので、心からお祝い申し上げますとともに、
各受賞者の今後ますますのご活躍を祈念いたしま
す。なお、表彰式で、塩谷　文則	氏は、受賞者を
代表して謝辞を述べられました。

・功労者（協会講師として）

　　塩谷　文則 氏（一般社団法人茨城県ビルメンテナンス協会）
　　篠崎　嘉勝 氏（　　　　　　　同上　　　　　　　　　　）

・感　謝（医療関連サービスマーク実地調査指導員として）

　　大野　操 氏（綜合建物サービス株式会社）

大野氏　　　　塩谷氏　　　篠崎氏 写真提供：塚越副会長

ゼロ災現場　あなたの私で　指差呼称
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年
齢

性
別

経験
年数

発生日時 障害
模様

程度 発生状況及び原因
事故の型別

1 66 女
１年

２ヶ月

２月5日（月） 7:30

骨折
休業31日

以上

事務所の３階部分の掃除機を掛け終えて、掃除機を持って
階段を使い２階に下りる際に、階段途中でバランスを崩し、２
階部分へ転落した。通常はエレベーターを使用して移動する
が、今回に限って階段を使用し、無理な体勢で階段を下りた
ため。

事務所内／転落

2 45 女
６年

６ヶ月

5月17日（木） 14:00
骨折

休業４日　　
以上

廊下をモップ掛けしていた際に、うっかり持っていたモップに
足を引っ掛け転倒した。転倒した先にあった階段の一段目に
顔面をぶつけて、左頬骨及び鼻骨を負傷した。工場内／転倒

3 72 男
１年

７ヶ月

11月18日（日） 10:30
急性

腰痛症
休業
なし

駅のホームで、ベンチ横に嘔吐物があり、かがんで清掃をし
た。終了後、立ち上がり、清掃用具を両手に持ち、清掃終了の
確認のため振り向いたところ、腰を痛めた。両手に清掃用具
を持った状態で、無理な体勢をとったため。

駅・ホーム／動作の反
動等

年
齢

性
別

経験
年数

発生日時 障害
模様

程度 発生状況及び原因
事故の型別

1 68 女
５年

７ヶ月

1月25日（木） 6:05
打撲

休業４日　　　　
未満

就業場所へ通勤途中、自転車で信号を渡る際に、自転車から
降りようとして転倒 （路面凍結による） し、左半身を強打し
た。路面が凍結していることに気付かなかったため。通勤途上／転倒

2 64 男
11年
４か月

6月22日（金） 8:10

骨折
休業15日　　

以上

自転車に乗って横断歩道上を通過していた際に、前方から右
折してきた車が停止せず、そのまま倒された。その際、右腕が
路面にぶつかり、圧迫骨折した。右折車の前方不注意だが、
右折車は必ず止まるだろうとの思い込みもあった。

通勤途上／転倒

3 78 女
３年

２ヶ月

10月2日（木） 12:12
骨折

休業４日　　　　　　
以上

就業場所 （病院）から帰宅する際に、正面玄関入口付近で転
倒した。玄関付近は多少の段差があり、バランスを崩したた
め。バス通勤のため、バスの時刻が気になり急いでいた。通勤途上／転倒

「労働災害発生報告システム」については、毎月、翌月の10日までに無災害の場合にも報告していただくことになって
おります。当協会ホームページに詳細がありますので、ご利用ください。
労働災害についての正確な情報を把握共有するためにも、毎月の「労働災害発生報告書」の提出について、引き続
き、会員各位のご協力をよろしくお願いいたします。

平成30年1月～平成30年12月の労働災害事例につきまして、会員各社から
報告されたものを参考として掲載いたします。

１.業務災害

2.通勤災害

災害
事例

見直そう　作業手順と危険箇所　習慣付けよう安全意識
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担当
委員会

事業名等 開催日時 会場

選挙管理委員会
４月９日（火）
14：00 〜

協会 会議室

予備監査
５月16日（木）
10：30 〜

同上

監　査
５月21日（火）
10：30 〜

同上

第16回常任理事会
５月21日（火）
13：30 〜

同上

第６回理事会
６月12日（水）
10：30 〜

ホテル
レイクビュー水戸

第45回通常総会
６月12日（水）
13：30 〜

同上

総　務

第30回優良従業員表彰式
６月12日（水）
13：30 〜

同上

会員相互のコミュニケーション促進事業
ＢＭゴルフ大会

６月、11月 未定

レクリエーション 10月
つくば市 
 フォンテーヌの森

茨城県の防災計画と災害発生時の業界団体
の役割等に係る研修会 （仮称）

９月26日（木） 茨城県総合福祉会館

建物衛生

第13回茨城県ビルクリーニング
技能競技会

５月13日（月）
茨城県職業人材育成セ
ンター

清掃作業従事者研修指導者講習会
（新規・再講習）

８月21日（水） 茨城県総合福祉会館

ビルクリーニング技能検定科目に係る
協会講師研修会

９月11日（水） 茨城県立青少年会館

ビルクリーニング技能検定（１級）
受検準備講習会

11月

高齢者活躍人材育成事業 
（清掃スタッフ講習）

未定 未定

設備保全 技術者研修会 ９月４日（水） 茨城県総合福祉会館

労働安全衛生 労働安全衛生大会 10月10日（木） 茨城県総合福祉会館

広報 茨協ニュースの発行
８月１日、12月１日
2020年3月1日

平成31年度 主要事業・行事の開催予定 （※平成31年３月１日現在）

気づいた時に見直しを　みんなの創意で事故防止



13

13

日　時	 12 月 20 日（木）　15：00	～	16：30
場　所	 協会	会議室
出席者	 大山会長、来栖・塚越副会長、池田・田口・石田・

川上・増田各常任理事
	 事務局（砂押専務理事、田山）
議　事	 ⑴賀詞交歓会の運営（案）について
	 ⑵東京オリンピック・パラリンピック競技大

会に関する「第２回首都圏協会打合せ」の結
果及び検討事項について

	 ⑶報告事項（11 月に実施した事業）について
	 ⑷その他

日　時	 ２月１５日（金）　15：00	～	17：00
場　所	 協会	会議室
出席者	 大山会長、来栖副会長、池田・田口・石田・川上・

増田各常任理事
	 事務局（砂押専務理事、田山）
議　事　	⑴平成 31 年度事業について
	 ⑵平成 31 年度前半の主要行事の日程について

（再確認）
	 ⑶茨城県総合福祉会館の敷地外の新しい駐車

場について
	 ⑷その他

日　時	 １月８日（木）　15：00	～	16：30
場　所	 協会	会議室
出席者	 大山会長、来栖・塚越副会長、池田・田口・石田・

川上・増田各常任理事
	 事務局（砂押専務理事、田山）
議　事 ⑴賀詞交歓会の運営等について
	 ⑵今後の主要行事の日程等について
	 ⑶第 45 回通常総会・第６回理事会の開催につ

いて
	 ⑷その他

第 12 回常任理事会

第 14 回常任理事会

第 13 回常任理事会

理 事会だより （平成 30 年 12 月〜平成 31 年 2 月開催分）

◇ 新年度事業計画策定会議
日　時	 １月 25 日（金）　15：00	～	17：00
場　所	 協会	会議室
出席者	 石田委員長、大曽根副委員長、谷田部・塩谷・

篠崎・鹿嶋各委員
	 事務局（砂押専務理事、田山）
議　事　	⑴ビルクリーニング技能検定（１級）受検準

備講習会の運営について
	 ⑵清掃作業従事者研修指導者講習会の運営に

ついて
	 ⑶高齢者活躍人材育成事業（清掃スタッフ講

習）の運営について
	 ⑷その他	

◇ 第６回委員会
日　時	 １月 17 日（木）　18：00	～	20：00
場　所	 四川飯店アルファ
出席者	 田口委員長、古市副委員長、舘・鈴木・後藤・

田邉各委員、事務局（砂押専務理事、田山）
議　事　	⑴茨協ニュース（第 103 号）の発行について
	 ⑵その他

◇ 編集会議
日　時	 ２月 19 日（火）　15：00	～	17：00
場　所	 協会	会議室
出席者	 田口委員長、湯原副委員長、舘委員
	 事務局（砂押専務理事、田山）
議　事　	⑴茨協ニュース（第 103 号）の編集・校正作

業等について
	 ⑵その他

建物衛生委員会 広報委員会

各 委員会だより

小さな異常見のがさず、　すばやく対処、　ゼロ災害
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　第103号から、「私の楽しみ（はなしのリレー）」と題する新しい企画を開始します。

　その主旨は、会員企業の社員の方々に、趣味などの熱中していることや好きなことなど、ご自身が楽しみに

していることを自由に書いていただき、書き手を次の人へリレーしていくものです。

これから連載される「私の楽しみ」が、人生での幸せに繋がる新しい「何か」を見つけ出す一助になればと、

心から願うばかりです。

まった時です。当時、映画馬券で決まったかと反省

会で話していた事が未だに思い出されます。

　友達とは、以前は同じ職場で働いていたのです

が、現在は、全員転職して職業もばらばらになり、

住まいも県外だったりしています。昨年の年末も、

無事に集まる事ができて、有馬記念を観戦しに中

山競馬場へ行きました。その後、今回は反省会で

はなく、友達が馬券を当てたので、祝勝会を行い、

楽しくお酒を飲む事が出来ました。毎年、当日の集

合調整、夜の部のお店予約は、年下の自分の役割

になっています。行きつけの居酒屋なので今年も予

約を完了しています。

　かれこれ28年間も一緒に集まれるのは、共通の

趣味（笑）と言っていいか解りませんが、気の合う

友達と長くお付き合いできる事は、私の財産と思っ

ています。これからも永遠に続けていけたらと思っ

ています。

“何があってもその日は、仕事やすませて下さい！”	

支店長お願いします。

　次回は、株式会社ライフ・クリーンサービス

後藤様、宜しくお願い致します。

私の楽しみ

はなしの
リレー

新生ビルテクノ株式会社
北関東支店

舘　由紀夫

広報委員長　田口　順章

　わたしの楽しみを題材にして、広報誌の企画が

始まり最初に、掲載させて頂けるとの事なので緊

張しながら記事を書かせて頂きます。

　私の楽しみにしている事は、競馬場で観戦後に

反省会と題して、友達5～6人（全員、私より先輩）

と一緒にお酒を飲む事です。

　毎年、有馬記念だけは、中山競馬場まで観戦に

行っています。競馬をやらない方も名前だけは聞い

た事あると思います。

　私が最初に中山競馬場で有馬記念を観戦した

のは、1991年ダイユウサク-メジロマックィーンで決

競 馬とお酒と先輩 達

皆で目指そう無災害！　意識向上　事故防止

1991年：有馬記念
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タカラビルメン株式会社　湯原 隆幸

今号の編集者
委員長	 田口　順章	 （株）ともゑ
副委員長	 湯原　隆幸　タカラビルメン（株）
委員	 舘　由紀夫	 新生ビルテクノ（株）

　ついこの前、年が明けたと思ったらもう3月、時が経つのが早すぎます。

　今年は亥年、十二支の最後です。十二支には、それぞれに季節が割り当て

られていると言われ、亥の季節は冬です。

　植物が、葉っぱも花も散ってしまい、種に生命を引き継いだ状態が「亥」

です。春の芽吹きまで、じっと固い種の中でエネルギーを内に込めている状

態、まさにそのイメージです。亥という漢字に木編を補うと「核」となり、内部

の芯を意味するのも象徴的です。

　亥の年は、種の成長に備える時期です。個人であれば、知識を増やし、精

神を育て、組織であれば、人材育成や設備投資、財務基盤などを固める時で

す。要するに、亥年においては、外に向けての活動より、内部の充実を心掛け

た方が良いようです。

　亥年は、選挙の年であり、また、株式の値動きが小幅となる年のようです。

一方で、怖い話ですが、亥年は、地震が多いと言われ、過去に大きな地震が

発生しています。亥年に限ったことではありませんが、注意が必要です。

　このような特徴のある亥年に入りましたが、私たちビルメンテナンス業界を

取り巻く環境は、深刻な人手不足のところへ、追い打ちをかけるように「働き

方改革」によって、有給休暇取得の義務化や残業時間の上限規制などが推し

進められ、経営環境が一段と厳しさを増しています。

　しかし、「苦難福門」と言います。現状としっかり向き合い、知恵と工夫と

努力で、この苦難を乗り越え、福を迎えたいと思う今日この頃です。

　広報委員一同、本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

編集後記

教え合おう　慣れた作業に潜む危険　みんなで作る　職場の安全
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